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６・９年 全国学力・学習状況調査結果及び分析、今後の取組について 

 

◆６年 質問調査（生活や学習に関する調査）から 

【県の割合と比べて数値が高かった項目】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【県の割合と比べて数値が低かった項目】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 調査の項目 

① 
算数の問題が解けたとき、別の解き方を考えよ
うとする 

② 
授業で、PC・タブレットなどの ICT 機器を週
３回以上使用する 

③ 
国語の授業で、物語を読むときに、登場人物の
性格や特徴、物語全体を具体的にイメージし、
表現の工夫に着目する 

④ 国語の勉強が好き 

⑤ 
学習した内容について、分かった点や、よく分
からなかった点を見直し、次の学習につなげる 

 

 調査の項目 

① 放課後や週末に、学習塾などで勉強している 

② 
普段(平日)、１日当たり、ゲームをする時間が
２時間未満 

③ 自分の家に、およそ 100 冊以上の本がある 

④ 
学校の授業時間以外に、普段(平日)、１日当た
り１時間以上、勉強のために、PC・タブレッ
トなどの ICT 機器を使う 

⑤ 
普段(平日)、１日当たり、携帯電話やスマート
フォンでSNSや動画視聴などをする時間が２
時間未満 

 改善に向けた取組 

①【家庭学習時間】 

１日の家庭学習の時間を確保するために、課題を見直す。 

 

②【ゲーム時間】 

家庭でのゲーム時間を減らすよう、お便り等で促したり、１日のゲーム時間を記録させたりする。 

 

③【家読書】 

週末に本を持ち帰り、家での読書を促す。 

 

④【学校外での勉強のための ICT 活用】 

学習アプリを紹介し、活用を呼び掛ける。 

 

⑤【ケータイ・スマホでの SNS や動画視聴の時間】 

家庭での SNS や動画視聴の時間を減らすよう、お便り等で促したり、１日の SNS や動画視聴の

時間を記録させたりする。 

小城市立小中一貫校芦刈観瀾校 

令和６年４月実施 
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◆９年 質問調査（生活や学習に関する調査）から 

【県の割合と比べて数値が高かった項目】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【県の割合と比べて数値が低かった項目】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 調査の項目 

① 
授業で、PC・タブレットなどの ICT 機器を
週３回以上使用する 

② 
学校の授業時間以外に、普段(平日)、１日当
たり１時間以上、勉強のために、PC・タブ
レットなどの ICT 機器を使う 

③ 国語の勉強が好き 

④ 今回の国語の解答時間は十分だった 

⑤ 国語の授業内容がよく分かる 

 

 調査の項目 

① 
英語の授業で、自分の考えや気持ちなどを
英語で書く活動が行われていた 

② 
普段(平日)、１日当たり、携帯電話やスマー
トフォンで SNS や動画視聴などをする時
間が２時間未満 

③ 
英語の授業で、スピーチやプレゼンテーシ
ョンなど、まとまった内容を英語で発表す
る活動が行われていた 

④ 
今回の数学の「書く問題」では、全ての問題
を最後まで書こうと努力した 

⑤ 
授業の中で、自分の考えを発表するとき、自
分の考えがうまく伝わるように、資料や文
章、話の組立てなどを工夫して発表する 

 改善に向けた取組 

①【英語で書く活動】 

  テーマを決めて、自分の伝えたいことをまとめ、英語で表現する活動を行う。 

 

②【ケータイ・スマホでの SNS や動画視聴の時間】 

  学校便りや学年便りを通じ、保護者にネットや SNS のことを知らせる。 

 

③【英語でのスピーチやプレゼン活動】 

  文化発表会に向けて、自分の興味あるものについて、ワークシートやタブレットを使って作成し、

英語で発表する活動を行う。 

 

④【数学の「書く問題」への取組】 

  ワークブックや演習課題を用いて、数学の「書く問題」により多く取り組ませる。 

 

⑤【自分の考えを発表するときの工夫】 

  朝の会や帰りの会の時間を活用して、１分間スピーチや有明抄の視写に取り組ませる。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体の概要 

・６年国語科の正答率は、県平均とほぼ同じであった。 

・県と比べて、数値が特に高かった内容は「読むこと」であった。 

・県と比べて、数値が特に低かった内容は「言葉の特徴や使い方に関する事項」であった。 

特に課題が見られた設問  改善に向けた手立て 

【 】選択 

【観 点】思考・判断・表現 

【内 容】  

≪つまずき要因≫ 

・題意を捉えられない。 

・情報を整理できない。 

 

○ 聞いたことをメモして質問

する場面を積極的に設けて

いく。 

 

◆６年 国語科 

全体の概要 

・６年算数科の正答率は、県平均とほぼ同じでであった。 

・県と比べて、数値が高かった領域は「数と計算」であった。 

・県と比べて、数値が特に低かった領域は「データの活用」であった。 

特に課題が見られた設問  改善に向けた手立て 

【 】短答 

【観 点】思考・判断・表現 

【領 域】変化と関係 

≪つまずき要因≫ 

・題意を捉えられない。 
 

○ 文章題に線を引いたり、キ

ーワードにしるしをつけた

りすることを習慣化させる。 

 

◆６年 算数科 

全体の概要 

・９年国語科の正答率は、県平均とほぼ同じであった。 

・県と比べて、数値が高かった内容はなかった。 

・県と比べて、数値が特に低かった内容は「書くこと」であった。 

特に課題が見られた設問  改善に向けた手立て 

【 】記述 

【観 点】思考・判断・表現 

【内 容】読むこと 

≪つまずき要因≫ 

・要約する力が不十分。 
 

○ 文章の中から必要な情報を

的確に取り上げる練習をさ

せる。 

 

◆９年 国語科 

全体の概要 

・９年数学科の正答率は、県平均を大きく下回った。 

・県と比べて、数値が高かった領域はなかった。 

・県と比べて、数値が特に低かった領域は「数と式」であった。 

 特に課題が見られた設問  改善に向けた手立て 

【 】選択 

【観 点】知識・技能 

【領 域】図形 

≪つまずき要因≫ 

・根拠に基づく文章表現力が 

不十分 

 

○ 例文を根拠にして、自分の

考えを書かせる場面を積極

的に設けていく。 

 

◆９年 数学科 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国学調結果とその分析を受けての 

今後の重点取組 

小学部 

○ 読書タイムのさらなる徹底を図る。 

○ 国語科において、初見の文章を読んで設

問に答える宿題に取り組ませる。 

○ 算数科において、文章題で問われている

ことを整理する作業を丁寧に行わせる。 

○ 週１回程度、算数科の文章題の宿題に取

り組ませる。 
 

中学部 

○ テーマや条件に沿った内容で作文を書か

せ、朝の会や帰りの会で発表させる。 

○ モデルを示しながら、学活ノートの日記を

しっかりと書かせる。 

○ 「有明抄」を活用した宿題に取り組ませ

る。 
 


